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2023 年度活動報告書発⾏にあたって 

 
船井情報科学振興財団は、船井電機株式会社創⽴者船井哲良が個⼈財産を拠出して、

2001 年 4 ⽉ 25 ⽇⽂部科学省の許可を得て設⽴されました。その後、法⼈制度の改⾰によ
り、2011 年 3 ⽉ 30 ⽇、公益財団法⼈として認定されました。 

科学技術は絶え間ない研究により急速な発展を遂げております。我が国は科学技術先進
国として世界に貢献する使命を持続的に果たす必要があります。そのためには、さらなる
⾼度な研究開発の推進、グローバルな視野を持った優れた⼈材の育成が不可⽋です。当財
団は、海外⼤学への留学を⽬指す積極的で意欲ある優秀な学⽣に授業料、⽣活費などの奨
学⾦を⽀給することにより、若者の留学意欲を⾼め、広い視野をもった⼈材の育成に貢献
します。また、情報科学、情報技術分野、および、広くそれに関連した理系分野において、
顕著な研究業績を上げた若⼿研究者の褒賞を通じて、⼀層の研究の推進を⽀援します。こ
れらの奨学事業、褒賞事業を通して、船井情報科学振興財団は、我が国の科学技術の発展
に貢献するとともに、広く世界に貢献したいと考えております。 

公益財団法⼈ 船井情報科学振興財団 
理事⻑ 船井哲雄 
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財団の活動概要 

 
 公益財団法⼈船井情報科学振興財団は、情報科学及び情報技術に関する履修⼜は研究を
⾏う⽇本⼈海外留学⽣に対する奨学⾦の⽀給並びに情報科学及び情報技術に関する研究に
ついて顕著な功績のあった者に対する褒賞等により、わが国の科学技術に関する研究の向
上発展に寄与することを⽬的として設置されました。 
 主に以下の事業をおこなっています。 
1. 情報科学及び情報技術に関する履修または研究を⾏う⽇本⼈海外留学⽣に対する奨学

⾦の⽀給 
2. 情報科学及び情報技術に関する研究について顕著な功績のあった者に対する褒賞 
3. その他⽬的を達成するために必要な事業 
この事業は、本邦及び海外において⾏うものです。 
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1. 奨学事業 
 海外の⼤学院⼜は⼤学に留学し、学位取得を⽬指す⽇本⼈学⽣に対して、奨学⾦を⽀給
することにより、若⼿⼈材を育成し、もって我が国の科学技術分野の発展に寄与すること
を⽬的としています。 
 以下の内容で奨学⽣を募集しました。 
＊応募資格 

情報科学、情報技術分野を中⼼に広く理⼯系分野、⽣命科学分野、および、経済・経営 
分野において、海外の研究⼤学の⼤学院に Ph.D.取得を⽬的として留学を⽬指す者、及
び、⽇本の⾼校を卒業し、海外の⼤学で学⼠取得を⽬的として留学を⽬指す者。 
⽇本国籍を有する者⼜は⽇本への永住が許可されている者であることを条件とする。 
＊募集⼈数 
 ・⼤学院（博⼠号取得）留学：１０名程度 
 ・⼤学（学部）留学：１〜２名 
＊⽀援内容 
 ・⼤学院（博⼠号取得）留学：授業料全額  

医療保険費全額  
⽣活費３，０００ドル/⽉  
⽀度⾦５０万円（⽇本に在住する者） 
渡航費（往復航空運賃） 

 ・⼤学（学部）留学：年間３０，０００ドル 
＊⽀援期間 
 ・⼤学院（博⼠号取得）留学：原則２年間（ただしイギリスについては原則３年） 
 ・⼤学（学部）留学：最⻑、学部留学の４年間 
＊募集⽅法 
 Web サイト https://funaifoundation.jp/scholarship/scholarship_guidelines_phd.html な 

どにて公表。 
＊募集期間 
 2023 年 6 ⽉ 1 ⽇（⽊）〜2023 年 9⽉ 30 ⽇（⼟）23:59（期間内のみ応募可能） 
＊選考⽅法 
 選考は本財団の奨学事業選考委員会で書類選考を⾏い、その合格者に対して、⾯接選考

を⾏う。その結果に基づいて、理事⻑が選考内定者を決定する。 
 
 
 2024 年度の奨学⽣は次ページのとおりです（学部の奨学⽣はありませんでした）。 
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以下に、過去１年間に⾏われた主な⾏事の報告をします。 
＊夏の交流会 
 コロナ禍で中⽌となっていた対⾯での夏の交流会が 4 年ぶりに再開されました。 
⽇程は 2023 年 7 ⽉ 28 ⽇（⾦）から 31 ⽇（⽉）、会場はヒルトン・サンフランシスコ・ユ
ニオンスクエアでした。現役⽣のみに参加してもらうという形で開催し、奨学⽣ 33名が留
学地から開催地であるサンフランシスコに集結しました。プログラムは以下の通りです。 

7 ⽉ 28 ⽇（⾦） ホテルにて顔合わせ⼣⾷会 
7 ⽉ 29⽇（⼟） ホテル会議室にて研究発表・討論会 

益⽥副理事⻑が開会挨拶 
続いて、奨学⽣ 3名による研究発表 
 塚本紘康 Toward Aerospace & Robotic Autonomy 
鄭麗嘉 脂質とタンパク質のネットワークの解明 
笠井淳吾 PhD体験記 AI・⾃然⾔語処理、激動の五年間 

〜機械翻訳、ChatGPT,⽣成 AI〜 
その後、昼⾷をはさんで奨学⽣ 2名による研究発表 
⾺渕祐太 Molecular and neural underpinnings of mating behavior  

in Drosohila 
⽥主陽 次世代触媒のデザインー⽣物に学び、⽣物を超えるー 

続いて、グループに分かれて全体討議 
その後、奨学⽣ 2名による研究発表 

⼤岸誠⼈ 遺伝学から理解するヒト免疫系 
⼩松夏実 Illuminating neurochemical signaling in acute brain slices              

with non genetically-encoded near 
橋本業務執⾏理事が Zoomにてご挨拶をされました。 
⼣⾷会 

7 ⽉ 30 ⽇（⽇） ホテル会議室にて研究発表 
奨学⽣ 26名による研究発表 

若原征哉 精密農業技術を⽤いたジャガイモの施肥・灌漑管理 
織井理咲 Tech + Health Low and Middle Income Countries 
荒川陸 Achieving human behavior change effortlessly through  

ubiquitous intelligence 
花⽥美⽉ Why do we want to count things? 

 磯部知弥 遺伝⼦変異と造⾎ 
⾼柳早希 Tackling neurodegenerative disorder with synthetic  

cell biology 
坂⽥莉奈 初期発⽣における染⾊体異常 
上原雅俊 強化学習の研究はどこに向かっているか 

 五⼗嵐祐花 プログラミング⾔語研究の意義 
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河野麗 Reachability Analysis for Robot Cooperation and Safety 
⼤⻄由吾 Topology in Materials 
伊藤絵美 F-block Metal-Based Single-Molecule Magnets 
宇都隆宏 Tunable Moiré System to Explore Quantum Physics 
柳伶旺 Ultralight Materials 
⼤⻄基也 Hello, World! 
⼩平暁雄 Simultaneous Spatial-Temporal Parameter Calibration  

between LIDAR and Camera 
          ⻑⾕川公⼤ IE in the era of LLMs 

ファムタンロン Hybrid of data-driven and static program analyses 
明⽯晃⼀ Life as a medic at British University 
藤⽥創 ヒモになりたい DNA(と僕) 
宍倉真理 Nature and Nurture on the Brain〜⽣まれも育ちも、脳〜 
⽥中彬義 Integrated Circuit Design For specific application 
⿊岩麟平 タンパク質の相分離の仕組み 
⻄尾祐哉 Soft bioelectronics 
妹尾歩 さっくり、りょうしコンピュータ 
平⽥憲 Deriving aerosol impacts on the climate using numerical  

models and observations 
⼣⾷会 

7 ⽉ 31 ⽇（⽉）朝⾷後解散 
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＊2024 年度 FOS 採択者顔合わせ⾷事会 
 2023 年 11 ⽉ 24 ⽇、2024 年度 Funai Overseas Scholarship （⼤学院留学・学部留学）
に採択された⽅の顔合わせ会を帝国ホテルにて開催しました。 
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＊年末交流会 
 2023 年 12 ⽉ 27 ⽇ ⼀時帰国中の奨学⽣、卒業⽣および 2024 年度採択者と財団関係者
との年末交流会を帝国ホテルにて開催しました。参加者は総勢 49 名でした。 
 第⼀部では、以下の３⼈の⽅に講演をお願いしました。船井顕⽒（船井財団元事務局⻑・
理事）、岡本尚也⽒（⼀般社団法⼈ Glocal Academy理事⻑、東京⼤学先端科学技術センタ
ー客員上級研究員；2011 年度奨学⽣ University of Cambridge, 2014 Ph.D.）、五⼗嵐歩美
⽒（東京⼤学⼤学院情報理⼯学系研究科 准教授；2014 年度奨学⽣ University of Oxford, 
2018 Ph.D.）。第⼆部では、⼣⾷会を開きました。 
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＊2024 年度 FOS交流⾷事会 
 2024 年 4 ⽉ 2 ⽇、2024 年度 Funai Overseas Scholarship （⼤学院留学・学部留学）に
採択された⽅と 2024 年度 Funai Overseas Scholarship ⾯接選考者との交流⾷事会を ANA
インターコンチネンタルホテルにて開催しました。 
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＊2024 年度 FOS 壮⾏会 
 2024 年 6 ⽉ 18 ⽇、2024 年度 Funai Overseas Scholarship （⼤学院留学）採択者と 2024
年度 Funai Overseas Scholarship ⾯接選考者の壮⾏会を京王プラザホテルにて開催しまし
た。  
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2. 褒賞事業 
 ⼤学⼜は公的研究機関に所属し、情報科学、情報技術分野を中⼼に広く理⼯系分野にお
いて、顕著な研究業績のあった若⼿研究者に船井学術賞、船井研究奨励賞として褒賞を授
与し、我が国の科学技術に関する研究の向上発展に寄与することを⽬的としています。 
 以下の内容で募集しました。 
●船井学術賞･････････････････6件／年 
 （船井哲良特別賞 300万円×1件・学術賞 150万円×5件） 
●船井研究奨励賞･････････････12件／年 
 （研究奨励賞 50万円×12件） 
＊対象分野 
 情報科学、情報技術分野を中⼼に広く理⼯系分野 
＊資格 
 国内の⼤学⼜は公的研究機関に所属する若⼿の研究者（国籍は問いません）。船井学術賞

は 39 歳以下（2023 年 4 ⽉ 1 ⽇時点）、船井研究奨励賞は応募時に博⼠号取得後 5 年以
内の研究者を対象とする。 
＊応募⽅法 
 Web サイト https://funaifoundation.jp/grantees/fit_award.html などにて公表。 
＊選考⽅法 
 本財団の褒賞事業選考委員会において選考し、理事⻑が決定する。 
＊募集期間 
 2023 年 10 ⽉ 1 ⽇（⽇）〜2024 年 1 ⽉ 15 ⽇（⽉）（必着） 
 
 
 2023 年度の受賞者は次ページの通りです。なお、本財団は、⽇本情報処理学会の FIT船
井業績賞の⽀援もしております。 
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2024 年 5 ⽉ 18 ⽇には、船井情報科学振興財団褒賞式及び懇親会が 58 名様のご出席の
もと、京王プラザホテルにて開催されました。式次第は以下の通りです。 

⼀、開会の辞 
⼀、理事⻑挨拶            理事⻑     船井 哲雄 
⼀、Funai Overseas Scholarship 贈呈 
１．選考経過報告          選考委員⻑     益⽥ 隆司  
２．Scholarship 贈呈 

⼀、博⼠号取得者紹介・記念品 贈呈 
⼀、船井学術賞・船井研究奨励賞 表彰 
１．選考経過報告          選考委員⻑     ⿑藤 英治 
２．船井研究奨励賞 表彰 
３．船井学術賞 表彰 
４．船井研究奨励賞受賞者代表挨拶 及び 業績内容講演 

東京⼤学     助教  神野莉⾐奈 
 ５．船井哲良特別賞受賞者挨拶 及び 業績内容講演 

国⽴情報学研究所 教授  𠮷⽥ 悠⼀ 
⼀、閉会の辞     
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 その時の写真を以下に掲載します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

2023 年度船井学術賞受賞者 

 
2023 年度船井研究奨励賞受賞者 

 
 

  
2024 年度 Funai Overseas Scholarship 授与者    2023 年度に Ph.D.を取得した奨学⽣ 
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3. 財務の概要 
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4. 2024 年度事業計画 
 1-1. 奨学事業 
   （１）2025 年度 Funai Overseas Scholarship授与者を決定する。 
 1-2. 褒賞事業 
   （１）2024 年度船井学術賞受賞者、船井研究奨励賞受賞者を決定する。 
 1-3. 上記１、２の審議・決裁のために 

（１）理事会を年２回（予定） 
（２）評議員会を年１回（予定） 
（３）審査委員会をそれぞれ年１回（予定） 
を開催する。 
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5. 2024 年度役員・評議員及び委員 
役員 
理事⻑     船井 哲雄 旭川⼗条病院 院⻑ 
副理事⻑    益⽥ 隆司 東京⼤学 名誉教授 
業務執⾏理事  岡本 祐幸 名古屋⼤学 名誉教授 
業務執⾏理事  橋本 雅伸 元公益財団法⼈ NEC C&C 財団 専務理事 
                               （五⼗⾳順） 
理事      ⼤⼭ 宣男 元⾹港ニチメン 社⻑ 
        久⾨ 智祐 Massachusetts Institute of Technology 博⼠研究員 
        國領 ⼆郎 慶應義塾⼤学総合政策学部 教授 
        ⿑藤 英治 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科 教授 
        千葉 滋  東京⼤学⼤学院情報理⼯学系研究科 教授 
        中井 崇  弁護⼠ 
監事      尾崎 ⾏正 弁護⼠ 
        ⼩⾕野幹雄 公認会計⼠・税理⼠ 
評議員     伊藤 公平 慶應義塾⻑ 
        海⽼根靖典 元藤沢市⻑、株式会社 TSUNAGi 代表取締役 
        ⾦出 武雄 カーネギーメロン⼤学 創始者記念全学教授 
              京都⼤学⾼等研究院 招聘特別教授 
        苅⾕ 剛彦 オックスフォード⼤学社会学科 教授 
                 ニッサン現代⽇本研究所 教授 
        徳⽥ 英彦 国⽴研究開発法⼈ 情報通信研究機構 理事⻑ 

慶應義塾⼤学 名誉教授 
        船井 秀彦 船井電機株式会社 取締役 
        松重 和美 四国⼤学 学⻑、京都⼤学 名誉教授 
        ⽶本 光男 塚原・⽶本・三浦事務所 パートナー 
選考委員 
                               （五⼗⾳順） 
奨学事業     加藤雄⼀郎 理化学研究所 主任研究員 
選考委員     坂本  啓 東京科学⼤学⼯学院機械系 教授 
        ⾼橋 航圭 北海道⼤学⼤学院⼯学研究院機械・宇宙航空⼯学部⾨ 准教授 
        千葉  滋 東京⼤学⼤学院情報理⼯学系研究科 教授 
        益⽥ 隆司 副理事⻑ 
        ⼭本  薫 九州⼤学⼤学院システム情報科学研究院電気システム⼯学部⾨准教授 
 
褒賞事業     稲⾒ 昌彦 東京⼤学総⻑特任補佐・先端科学技術研究センター 副所⻑／教授 
選考委員     今井  浩 明治学院⼤学情報数理学部 学部⻑／教授 
        ⿑藤 英治 東京⼤学⼤学院⼯学系研究科 教授 



 22 

        杉⼭  将 理化学研究所 センター⻑、東京⼤学 教授 
        松野 ⽂俊 京都⼤学 名誉教授 

⼤阪⼯業⼤学⼯学部電⼦情報システム⼯学科 特任教授 
＊上記の益⽥隆司副理事⻑、岡本祐幸業務執⾏理事、橋本雅伸業務執⾏理事以外の役員（理事⻑、理事、監

事、評議員）、選考委員は全員⾮常勤である。 
                         （2025 年 2 ⽉末現在） 
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6. 財団の沿⾰ 
 
年                   内容 
 
2001 年      財団法⼈ 船井情報科学振興財団を設⽴ （4 ⽉） 

外国⼈留学奨学⽣事業開始 
 
2002 年      褒賞事業開始 
          船井情報科学振興賞・奨励賞 
          FIT船井業績賞・船井ベストペーパー賞 
 
2009年      船井情報科学振興賞・奨励賞を廃⽌し、新たに船井学術賞、船井研究

奨励賞を創設 
⽇本⼈海外留学奨学事業を開始 

 
2010 年      外国⼈留学奨学事業休⽌ 
 
2011 年      公益財団法⼈船井情報科学振興財団に移⾏ 


